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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：政治学・公共政策 
キーワード：資源配分、市場メカニズム、空港、発着枠、定量的分析 
 
１．研究計画の概要 
 
(1) 本研究は、公共資源配分への市場メカニ
ズム導入に関する実証的な政策分析を行う。 
(2) その際、市場メカニズム導入を「市場の
制度化ゲーム」と捉える政治経済学の動学的
視座から、導入がなぜ「失敗」したのかをデ
ータに基づき定量的に分析する。 
(3) 具体的には、米国における空港発着枠配
分への市場メカニズム導入の「失敗」を分析
の対象とする。本研究はこの政策に関するデ
ータを包括的に用いた世界初の定量的分析
である。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 空港分の発着枠取引データ（September 12, 
1994 -  July 1, 1999）を用いた回帰分析に
より、発着枠取引市場の競争性の検証を試み
た。その結果、ケネディ空港とオヘアの 3 空
港では、売買／貸借される発着枠の数と発着
枠貸借期間のいずれも、関連会社間の取引に
おけるそれらが、ライバル会社間の取引にお
けるそれらよりも、統計的に有意に多いこと
が判明した。これに対して、しばしば新規参
入者や GAO などにより指摘されてきた「新
規参入者」または「非大手」それ自体に対す
る取引上の差別の証拠は、統計的には認めら
れなかった。これにより、空港発着枠配分へ
の市場メカニズム導入は、発着枠保有航空会
社によるライバル航空会社への差別的取引
により、上手く機能しなかったことが明らか
となった。 

 ただ、興味深いのは、ナショナル空港では、
ライバル航空会社への差別的取引の証拠が
必ずしも強くは認められない、ということで
ある（ラガーディア空港は明確な判断を下し
がたい面がある）。実際、ナショナル空港に
ついては、ライバル航空会社が発着枠取引に
おいて差別を受けていることを示す統計的
に有意な証拠は得られなかった。また、交差
項を用いて、「新規参入の非大手ライバル航
空会社」が発着枠取引における主要な差別の
対象となっているかどうかも検証した際に
は、むしろ反対に、「新規参入の非大手ライ
バル航空会社」は「既存の大手関連航空会社」
よりも多くの発着枠利用機会を、市場におけ
る発着枠取引を通じて、得ている、という分
析結果さえ得られた。標本数が多くないため、
この分析結果の解釈には多大な注意が必要
である。しかし、それは、非常に興味深い示
唆（市場がライバルに対して差別的でない形
で上手く機能してきたかもしれない、という
示唆）を有するものであるため、今後、さら
に分析する必要がある。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
 本研究は、空港発着枠取引データを包括的
に分析したものとして、現時点では、世界で
ほとんど唯一のものである。その研究成果は、
国内外の学会（日本交通学会、Air Transport 
Research Society, Transport Chicago）で報告さ
れ、国内では査読付の学会誌（『交通学研究』）
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に掲載されている（国外のジャーナル 
(Transportation Research Part B) でも現在、査
読中である）。また、研究内容が評価され、
東京大学で開催された国際セミナーに、航空
経済学の主導的な研究者の一人である Jan K. 
Brueckner (University of California, Irvine) と
ともに、招待講演者として招かれてもいる。 
 以上の理由により、本研究は、おおむね順
調に進展していると判断する。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 本研究では、米国における発着枠市場の導
入・実施の動態を分析し、市場方式での発着
枠配分がプレーヤーの戦略的行動により競
争的に機能しない場合があることを解明し
てきた。この分析過程で、市場のルールを変
質させその機能を阻害するプレーヤー間の
駆け引き（ゲーム）が三層構造を形成してい
ることも明らかとなった。即ち、(1) 発着枠
取引における取引相手・期間・価格をめぐる
事業者間の駆け引き、(2) 取引後の運航競争
に関する条件をめぐる事業者間の駆け引き、
そして(3) 発着枠配分への行政的介入等の実
効化メカニズムをめぐる政治・行政・事業者
の三つ巴の駆け引きである。この三層構造を
考慮すると、効果的な市場及び実効化メカニ
ズムの設計には、駆け引き（ゲーム）の三層
全てについての分析が必要である。ところが、
本研究の分析は、第 1 の層の分析にとどまっ
ている。そのため、市場メカニズム導入・実
施の動学ゲームが、どのようにして、また、
どの程度、発着枠市場及びその実効化メカニ
ズムの十分な機能を妨げるに至ったのか、実
は、十分に解明されていない。こうした限界
を改善すべく、第 2、第 3 の層へと分析を拡
張することにより、本研究の一層の充実を図
る。 
 幸い、本研究を上記の主旨に従って再構成
した研究計画への科学研究費補助金の内定
が決まっている。今後は、この新たな計画（課
題番号：21530122）にそって研究を進めてい
く。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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